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写真②　１３日午前に行われたサイゴン港との意見交換会には、４０社近くの企業が参加した。

写真④ 南港桜幼稚園では、レイのプレゼントを受け
るなどの歓迎を受けた。

写真③ 市内の範多機械株式会社の竹島工場を見
学し、大阪のものづくり産業の取り組みにつ
いて説明を受けた。

また、今回の技術交流にあわせて、２００４

年に姉妹港交流を契機として、サイゴン港

幼稚園と姉妹園提携を結んだ南港さくら幼

稚園を訪問しました。朝礼で幼稚園の園児

たちに挨拶をされ、手作りのレイのプレゼント

を受けたのち、各教室を視察され、幼稚園

の国際交流のとりくみについて説明を受け

ました。（写真④）

サイゴン港は、平成４年に大阪港親善視

察団がサイゴン港を訪問した際、サイゴン港

より大阪港に対して、港湾施設の近代化

等技術的課題の解決に対し協力の要請が

あったことをきっかけとして技術交流が開

始、平成６年に姉妹港提携に発展しまし

た。Ｍｉｎｈ副局長にとっては、平成６年５月

1．技術交流の実施
平成１９年１１月１２日（月）～１６日（金）の

期間、大阪港の姉妹港であるベトナム･サイ

ゴン港より、Ｍｒ． Ｎｇｕｙｅｎ Ｖａｎ Ｍｉｎｈ副局長、

Ｍｒ． Ｌａｍ Ｖａｎ Ｃｈａｎｈ 主任会計士、Ｍｒ．

Ｈｏ Ｋｉｍ Ｌａｎ国際交流部・課長の３名が技

術交流団として来阪しました。

一行は、１２日午後に川本港湾局長を表

敬訪問し、大阪港の概要説明を受けた後、

海遊館を視察しました。（写真①）１３日午

前には、市内の民間企業関係者の方 を々

対象とした意見交換会を開催し、サイゴン

港の現状と今後の開発計画について紹介

したほか、１３日午後から１５日午前中にかけ

て「港湾における情報管理システムの構

築・管理（ＥＤＩの導入など）と物流システ

ム」「軟弱地盤上での深水コンテナターミナ

ルのバースとヤードの建設について」「ター

ミナルの運営について」「限られた資源で

の臨海部再開発」をテーマにした技術交

流を行いました。（写真②）１５日午後には

市内の道路機械製造会社、範多機械株

式会社の竹島工場を見学し、大阪のもの

づくり産業のとりくみについて説明を受け

た後、大阪城と市内を視察し、古くから国

内外各地との交流の玄関口として発展し

てきた大阪の歴史について理解を深めて

いただきました。（写真③）

写真①　港湾局長表敬訪問での記念写真

に技術交流で大阪を訪問して以来、２度目

の来阪となりました。この間、両港の抱える

諸問題について１１回にわたる活発な交流

を積み重ね、そのほかにも姉妹港提携記

念行事や姉妹港会議の開催など、さまざま

な交流事業を行ってきましたが、昨年の大

阪港のサイゴン港への仕向・仕出貨物が

輸出入併せて３２万トンに達するなど、着実

に成果を上げてきております。

今後も姉妹港交流を積極的に推進し、

良好な姉妹港関係を築いてまいります。

2．意見交換会を実施
１１月１３日（火）午前１０時より、ＷＴＣ４０

階会議室において「大阪港・サイゴン港技

術交流意見交換会」を開催しました。サイ

ゴン港技術交流団の紹介に続き、サイゴン

港の国際交流部・課長であるホー・キム・ラ

ン氏から「サイゴン港の現状と今後の開発

計画」と題する講演がおこなわれました。
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図①　新たな港の開発
白色部分：既に開始しているプロジェクト　
青色部分：これから開始するプロジェクト
今後5年間で新港整備のため45億ドル以上の投資が行われる予定。
（上から1つめがカイラン港プロジェクト、3つめがラック・ヒュエン港プロジェクト、7つめ
がバンフォン・トランシップ港プロジェクト、下から5つめがヒェップフォック港プロジェク
ト、3つめがベンディン・サオマイ港プロジェクト、一番下がカイメップ港プロジェクト。）

大阪港・サイゴン港　技術交流意見交換会講演

「サイゴン港の現状と今後の開発計画」

大阪港の皆様方、また大阪港振興協会の皆様、
また大阪港でビジネスを営んでおられる皆様方、おはようございます。
今回は再び大阪港を訪問することができ、皆たいへん嬉しく思っております。
特に大阪の経済界の皆様方とこのようにお会いできたことを大変光栄に思います。

発表者：サイゴン港　国際交流部・課長　ホー　キム　ラン氏

ベトナムの港湾編成

¡ベトナムの港のほとんどが3200キロメートルにわたる海岸
線に沿って位置している。約100あまりの港のうち約50だ
けが国際港湾として機能、残りは小規模な港。

¡政府の港湾開発基本計画により約8つの港湾地区に分けられ
ている。下記の3地区以外は、少し離れた場所にあるなどで、
小規模な港湾となり取扱量も限られる。

第1地区：ハイフォン港、カイラン港等。昨今目覚しい経
済発展を遂げる北部の経済を支えている。　

第3地区：中部地方及び、今後ミャンマー、タイ、ラオス、
ベトナムを結ぶ東西経済輸送ルート（EWEC）に
も供するダナン港やその他の港、計7港。ベトナ
ム中心部の経済を支えている。

第5地区：サイゴン港等、南部の港を含み、ベトナム南部
の経済発展を支える。

¡背後圏：ラオス、カンボジア、タイ、ミャンマーがあるなど、近
隣諸国を含む。

¡GDPの年成長率：8％

¡第5地区で扱っている貨物量はベトナム全体の62％、コンテ
ナ量では72％を占める。貨物量の増加量は年13％、コンテ
ナの増加量は年20％の伸び。

¡米の輸出量で世界第2位。その殆どの約300～400万トンが
メコンデルタで生産。

¡将来的に、タイのラム・チャバン港を貨物取扱量で凌駕する可
能性もある。

¡アセアンの加盟国であり、インター・アセアン・ハイウエイが
ホーチミン市からプノンペン、そしてバンコクさらにシンガ
ポール、中国の昆明などにつながっている。

ベトナムのサイゴン港においては、近年さら

に中国、インドに続く海外市場としてマーケッ

トの注目も高まっており、都市機能の向上

及び貿易量増加に対応するため、港湾機

能を内港（都市部）から外港（臨海部）へ

移転するという大型プロジェクトが計画され

ています。（図①）このたびは社団法人大

阪港振興協会の会員約４０名の参加があり

ましたが、意見交換会での情報が参加企

業の皆様方のお役にたてば幸いです。今

回は、意見交換会で発表、議論された内

容についてご紹介します。
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サイゴン港の概要と役割

今回は特にベトナムの貿易について、そ

の中でも特にサイゴン港の概略についてお

話させて頂きます。今回は１時間ほど時間

を頂戴しておりますので、ベトナムでの様々

なトレンドの概略やビジネスチャンスについて

お話させていただきます。

ホーチミン市のサイゴン港は海から約８５

Ｋｍ川を上ったところにあり、さらにプノンペン

とも繋がっています。この三角形の地帯で

ベトナム全体の貨物量の６２％、コンテナ換

算では７２％の取扱量となります。これらの

港はホーチミン市、ビエンホア、バリア・ブンタ

ウ省から成る南部の重要経済地域の開発

に関わってきました。（図②）

このサイゴン港は河川港であり、ホーチミ

ン市の中に約２０のオペレーターがあります。

河川はところどころたいへん狭くなっており

ますので、全長２３０メートルぐらいの船しか

通れなくなっております。この航路の水深

は－８．５ｍ、それに潮差を入れますと１１メー

トル、入ってこられる船の大きさは３万重量ト

ン級までです。もう一つの航路は、もう少し

幅が広いのですが、短く水深が浅い航路と

なります。ホーチミン市は海に向かって非常

に急速に発展しておりますが、当局はこの

川幅の広いほうの航路を深くし、さらに大き

な船が通れるようにと考えております。しか

しながら狭い航路のほうが水深があるので、

こちらのほうが有利でないかと考えます。つ

まりサイゴン港としては、左側の航路にもプ

ロジェクトがありますし、右側のブンタウのほ

うから入る航路についても大深水港を作る

計画があります。またこれらの３つの地域を

結んでいるハイウェイと、将来的にはこれに

鉄道も加えてもう少し輸送の方法も考えら

れればよいと思っています。現在、ベトナム

政府はホーチミン市で新しい空港を作りまし

たが、ビエンホアのほうにさらに年間７０００万

人以上の方をお迎えすることができる大きな

空港の着工に約１０年以内にとりくむ計画も

あります。ホーチミン市にいらっしゃった方も

この中にはいらっしゃると思いますが、ホー

チミン市からブンタウまでハイウェイをとおって

行かれますと、開発中からすでに完成した

ものまで色々な工業団地を目にされるかと

思います。

サイゴン港のターミナルは、川上のほうか

らニャロンターミナル、カンホイターミナル、タン

チュアンターミナルとそして川下のほうにタン

チュアン２ターミナルがあります。このサイゴ

ン港のターミナルのうちニャロンターミナル、

カンホイターミナルはこれから移転させる予

定ですが、その横にあります約３２ヘクター

ルの土地を我々は優先的に使わせてもらえ

ることになっており、これはサイゴン港臨海

地区再開発というマスタープランの中に組

み込まれております。川下のほうのタンチュ

アンとタンチュアン２というターミナルは、マス

タープランによると、今後約２０年間はこのま

ま移転せずおいておく予定です。（図③）

サイゴン港の役割はホーチミン市とその周

辺の省の経済成長を支えることに加え、ベ

トナム南部の主要国営港としての役割も果

たしています。またサイゴン港はベトナム港

湾協会の主要メンバーでもあり、ベトナム政

府からアセアン優先港湾ネットワークの主要

ゲートウェイとして指定されました。ベトナム

港湾協会においてサイゴン港は非常に重

要な役割を果たしており、つい先日に開か

れたミーティングでは、サイゴン港の局長が

ベトナム港湾協会の会長として選任されま

した。

サイゴン港は約１４５年の長い開発の歴

史をもつ港であり、ベトナムで最大かつ最も

交通量の多い港となっております。約３０隻

の船を同時に収容することができ、貨物取

扱量としては１２００万トン、コンテナ換算しま

すと取扱量は３１万ＴＥＵとなります。

サイゴン港は約３５００人の従業員と８つの

子会社を有しており、ＩＡＰＨやアセアン港湾

ビエンホア市

ホーチミン市

サイゴン港

ブンタウ

図③　サイゴン港の位置図図②　ホーチミン市の港

ニャロンターミナル

カンホイターミナル

タンチュアン
ターミナル
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協会の会員でもあります。姉妹港提携もさ

まざまな国とおこなっており、中国の３港、ロ

サンゼルス、そして大阪港との姉妹港提携

は１３年以上にもなります。現在のところター

ミナル数は５つで、貨物取扱能力で１６００万

トン、コンテナ取扱能力は５０万ＴＥＵとなっ

ております。

ホーチミン市内の港湾については今後、

大水深港湾を整備して今後５年間で貨物

取扱量を６０００万トン、コンテナ取扱量で５００

万ＴＥＵを目指すなど、さまざまなプロジェク

トができております。ホーチミン地区における

サイゴン港のコンテナ貨物の占める割合は

現在１０％を占めるにすぎません。しかし、ほ

かにも様々な貨物を取り扱っておりますの

で、国の中では大きな港であり、このプロ

ジェクトが竣工した暁には、我々サイゴン港

がベトナムの主要港としての役割を果たす

ことになると思います。

ホーチミン市における需要と供給の予測

調査によりますと、コンテナ貨物の増加率

が２０％とすれば、２０１２年には約３６０万

ＴＥＵの能力不足が予想されます。中国の

例を出しますと、中国はＷＴＯ加盟後、特

に北部で貨物取扱量が急増し年約３０％

の増加が数年続きました。ベトナムもコンテ

ナ輸送の需要が年２０～３０％ずつ急速に

伸びていますが、ＷＴＯに加盟しておりま

すので、中国と同様の成長をみることにな

れば、この貨物取扱量の不足は深刻なも

のとなります。おそらく２０１０年までには２００

万ＴＥＵ以上のコンテナ処理能力が必要と

なり、最悪の場合、２０１２年までにコンテナ

処理能力の不足は６００万ＴＥＵを越えるも

のとなります。またマースクラインなどの船会

社が年間３０万ＴＥＵ以上の貨物をわが国

に搬入・搬出しており、輸出入業者同様、

船会社にも大型船舶を使いたいという必

要性が差し迫っています。ベトナムで操業

している会社の皆さんは、大きな船が入れ

ず、コンテナ貨物を迅速に処理することが

できないなど、インフラに対する不満を強く

持っておられます。

さまざまな大規模プロジェクトの計画

ホーチミン市の中心部に我々サイゴン港

は位置しておりますが、今後ホーチミン市の

拡大に伴い南のほうへと開発を進められて

いく中で、このチーバイ河に沿っての大きな

プロジェクトも計画中です。

ホーチミン市では、ヒェップフォックを大きな

港として開発する予定があります。この場

所はホーチミン市南部の海の近くにあります

が、今現在は日本の会社を含む外資の投

入がなされています。そのなかでもＰ&Ｏプ

ロジェクトという最大のプロジェクトで約１３０

万ＴＥＵのコンテナ貨物取扱量を目指して

おります。（図④）

ホーチミン市のヒェップフォック港の開発に

ついては、３つの段階にわけて２億３千万

ＵＳ＄を投じてプロジェクトが推進されていま

す。ホーチミン市は、外国からの投資に対し

て優遇措置をとっております。ここでのプロ

ジェクトはいろいろなセクターが関連してお

り、港の施設、輸送、貨物取扱、観光、不

動産などさまざまな分野が合わさって成り

立っております。サイゴン港としては、ヒェッ

プフォック港に約２億３千万ＵＳ＄の投資をお

こなっており、サイゴン港の移転にあわせて

２０１２年に竣工予定です。

サイゴン港が今考えているプロジェクトと

してチーバイ河プロジェクトがあります。チー

バイ河はもともと１２ｍの水深があって結構

深い地域なのですが、これをさらに浚渫し

１４ｍにし、将来的にはさらに大型のコンテ

ナ船が寄港できるよう１６ｍにすることを考え

ています。

チーバイ河は、ホーチミン市とバリア･ブン

タウ地区との境界線ともなっていますが、将

来的にはバリア･ブンタウ地区のほうでさまざ

まなプロジェクトができあがっていくことにな

図④　HCMC　ヒェップフォック国際港
　　　（1期、2期、3期）及びヒェップフォック港市

図⑤　チーバイ・カイメップ・プロジェクト
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ります。（図⑤）

ホーチミン市からここへのアクセスがなく、

また河の北側はユネスコの遺産に登録され

ているので、それに手をつけてターミナルを

作ることができません。ホーチミン市の予定

しているプロジェクトの中で最初に取りかっ

たものがサイゴン・ニュー・ポート・プロジェク

トで年間約１００万ＴＥＵの取扱量を目指し

ており、２００８年末には竣工予定です。

２つめのプロジェクトは、サイゴン港とシンガ

ポールの港湾局との合弁で開発しているサ

イゴンポートＰＳＡですが、年間取扱量２４０万

ＴＥＵを目指して２００９年に竣工予定です。

工事は２期にわたり、投資額は３億米ドルに

なります。

その次のプロジェクトとして、チーバイ河に

沿って、ＡＰＭターミナルというものがあり、２

つのバースができあがります。年間取扱量

は１２０万ＴＥＵになる予定で、２０１０年まで

に供用が開始できるかと思います。香港の

ハッチンソンもプロジェクトを考えて入ってき

たのですが、少し出遅れた感じがございま

して海に近いほうではなく、奥まったところ

で開発が進められています。しかしこれは

非常に大きなプロジェクトです。

もうすぐサイゴン港では、チーバイ河に沿っ

て、シンガポールとの合弁でＰＳＡ、ＡＰＭＴ，

ＳＳＩＴといった３ターミナルができあがります。

これらのプロジェクトを合わせますと全体で

約８億ＵＳドルの額が投資され、２０１２年まで

には供用が開始されます。この外資参入プ

ロジェクトの一期として５０年を考えており、

パートナーであるＰＳＡ、ＡＰＭＴ、ＳＳＩＴには

１期間、本プロジェクトに加わる権利を与えて

おります。他にも釜山やその他ドイツなどが

他のプロジェクトにも投資をしていますが、日

本の国際協力銀行から融資を受けてできた

ＯＤＡポートも完成します。このＯＤＡ計画に

は、２つのターミナル、そしてこのターミナルへ

のアクセス道路も含めたインフラも含まれてい

ます。

大きなプロジェクトであればさらに大きな

船を使うことができるということで、サイゴン

港の合弁プロジェクトが２０１２年までに完遂

し供用開始できますと、６０００ＴＥＵ級の船

を受け入れることができるようになります。そ

こでこのプロジェクトが全てうまくいきますと、

サイゴン港でのマーケットシェアは５年後には

３９％ということになり、この地域で最大とな

ります。

港湾開発の第2の波

ベトナムの潜在的な市場需要を見越し

て、サイゴン港以外でもたくさんの大規模プ

ロジェクトが企画され、もしくはすでに実施さ

れています。ベトナム政府や産業界は第２

の港湾開発プロジェクトも視野に入れてお

り、これらは近い将来、非常に大きなプロ

ジェクトとして登場してきます。たとえばハイ

フォン港はビナラインズ（ベトナム海運総公

社）とともに１６億ドルを投資してラック・ヒュ

エン港プロジェクトを企画しています。そし

てホーチミン市より北東５３０ｋｍに位置する

バンフォンに国際港湾と積替えセンターを整

備するバンフォン・トランシップ港プロジェクト

がございます。バンフォン港をシンガポール

やマレーシアに取って代わりうる地域の積

替えハブ港とし、またメコン地域開発プロ

ジェクトの一環としてラオス、タイ、カンボジ

ア、ミャンマーへのゲートウェイとなるよう整備

することを目指しています。これはベトナム

の中心地域のプロジェクトですが、現在ベト

ナム政府の考えているものの中では最大の

ものです。このトランシップ港プロジェクトに

関しては、さまざまな意見がありますが、大

深水港を作るという意味で、非常によい位

置にあります。

さらにビナラインズと中国の投資によって

考えられているブンタウ省のベンディン・サオ

マイ港のプロジェクトがあります。この地域の

産業および港湾システムを支えるための本

図⑥　将来の港湾システム　ホーチミン市、ドンナイ、ブンタウ

（左上から順に）
○ドンナイ橋 － 将来的に交通渋滞を起こすかも。
○ホーチミン市からカイメップまで90km。
　・道路：2-4車線
　・所要時間：2時間
　・コンテナ貨物輸送には対処できそうにない
○提案されている新ハイウェイ
　・所要時間の短縮が図れる可能性。
　・6-8車線
　・2012年に竣工予定
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図⑦　転換計画

プロジェクトでは、将来的にこのバリア－ブ

ンタウ地区がベトナムの中心的な海運セン

ターとしての機能を果たすようにと考えられ

ております。この新しい港を建設するにあ

たって今我々の抱える一番難しい問題は、

いかにこの新しい港からホーチミン市やほ

かの背後圏への輸送を可能にするかとい

うことです。（図⑥）

バリア・ブンタウ省はベトナムの海運セン

ターとなる予定であり、それに併せて大規

模海運国際貿易やロジスティックの開発が

計画され、現在、この地域で急成長してい

る工業団地に加え、国内外の投資も誘致さ

れることでしょう。市場ニーズにこたえるた

め、その他の製品やサービスを提供するた

めの投資や企業についても検討、開始さ

れています。サイゴンの開発のまとめとしま

しては、マスタープランというものは単なる港

湾施設だけを考えていればよいのではな

く、航路やそのほかのことも考えていかなけ

ればないということです。また港を深水港に

することも重要な要素となっております。ベ

トナム政府は、限りある財源を使ってどのよ

うにすれば、最も効果的に開発をおこなっ

ていけるかを考えており、優先順位をつけ

ております。

また、ベトナム政府は港湾改革をおこなっ

て、より多くの外国の投資を受け入れること

により、港湾を開発していこうと考えていま

す。またベトナム政府は規制も見直し、地方

公共団体、プライベートセクターとのパート

ナーシップも視野に入れております。サイゴ

ン港臨海地区再開発プロジェクトには、数

十億米ドルの投資がおこなわれる予定で、

客船ターミナルや海洋センターなど臨海商

業施設の建設のほか、ホーチミン市への観

光施設の整備も考えられています。（図⑦）

我々は本プロジェクトを進めるにあたり、

いろいろな課題に直面し、パートナーやコ

ミュニティーからのサポートも必要になってき

ておりますが、特に大阪港からは甚大なサ

ポートを頂いております。そのほかにも環境

保全、観光、文化遺産保護の問題など、考

えなければならない問題も多くあります。

これで私のプレゼンテーションを終わらせ

ていただきたいと思います。さらなるサイゴ

ン港の詳細につきましては、ホームページ

（ｗｗｗ．ｃｓｇ．ｃｏｍ．ｖｎ）をご覧ください。本日

はありがとうございました。

　　新洋海運と申します。南の方面への

　　　港湾の開発についておききしました

が、道路アクセス、ハイウェイの計画につ

いてもう少し詳しくお聞かせいただけれ

ば、と思います。

　　ODAプロジェクトには、道路とか

　　ターミナルへの航路などが含まれ、

実施されております。多くのプロジェクト

が現在考えられているのですが、航路や道

路の建設にあたっての入札を行った場合、

我々の予算と比べまして入札価格が非常に

高いのです。日本の国際協力銀行からのお

金もこれをまかないきれなくなっていま

す。ほかのサイゴン港プロジェクトなども

ODAプロジェクトによるアクセス道路の

建設に依存しています。

ベトナム政府にはこうした様々な分野か

質疑応答

らのプレッシャーがかかっており、早期に

この問題を解決する必要がでてきていま

す。そのために考案されたオプションの1

つとして、ODAプロジェクトに含まれるア

クセス道路と航路のプロジェクトを分ける

という考え方があります。特にヴィナ・ライ

ンが道路に関するお金を出してもいいかな

と興味を示し始めており、特にバリア・ブン

タウ省で港と背後圏とを結ぶ道路を建設す

る約束をしています。ベトナム政府と日本

政府が道路と航路の建設を一緒にした

ODAプロジェクトの入札方法を見直さな

ければ、他の港湾開発プロジェクトの竣工

時期にアクセス道路の建設が間に合わない

ことになってきます。


